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カンファレンステーマ　『持続可能なアウトドア』






　2013年にスタートしたWilderness Education Association Japan
(WEAJ)も早いもので、10周年を迎えます。まずはこの10年間ご協力、
ご尽力いただきましたみなさまに、心から感謝申し上げます。

国際基準の導入・普及を通して、日本の野外/冒険教育の専門性の向上と
職業としての確立を目指し、進んできました。この10年、環境変動の加
速化や新型の感染症によるパンデミック等急速な社会変化を受け、これ

からどうなるのか、どう生きるのか、まさに「持続可能性」が問われて

います。アウトドア業界においても私たちの大切なフィールドである自

然環境と人がいかに健全な関係を発展させ、持続可能性を探るかがこの

業界の生きる道です。

　そこで第10回のカンファレンスでは、「持続可能なアウトドア」とい
うテーマで、アウトドアに携わるすべての人が、安全で楽しく、持続可

能な方法でアウトドアを実践できるよう考えていきたいと思います。

　また、今回は、2021年に発足しましたリーブノートレースジャパン
（LNTJ）の記念すべき第１回カンファレンスとのジョイントカンファレ
ンスとして実施します。LNTとは、野外/冒険教育ではおなじみの、環境
に与えるインパクトを最小限にアウトドアを楽しむための環境倫理プロ

グラムですが、教育者だけでなく、アウトドア活動をするすべての人た

ちが、その考え方や必要性を理解し、実践をすることから、すべてのア

ウトドアユーザーの環境倫理・行動が変わると、それこそが「持続可能

なアウトドア」につながるものであり、まさにこれからのアウトドアの

キーワードしていく必要があります。

　地球の財産である自然環境を、安全に楽しみながらその価値や責任を

伝えていく、これはアウトドアのガイドや指導者の共通の使命です。今

回は海外よりこの分野での著名な方々をお招きし、グローバルな視点か

らのアウトドアを学びます。また国内からは、多様化するアウトドア業

界を代表するアウトドアツーリズムや教育、研究など幅広くアウトドア

に携わる専門家の方々と共に学び、これからの持続可能なアウトドアを

一緒に創っていきましょう。



第10回WEAJカンファレンス実行委員長　　第1回LNTJカンファレンス実行委員長

　　林綾子（Ayako Hayashi）　　　　寺田達也（Tatsuya Terada）









FORWARD
開催趣旨
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JUNE 11

　9:00  受付開始

　10:00 オープニング

　11:00 オープニングキーノート(Susy Alkaitis/LNTセンター副代表)

　12:00 ランチブレイク/LNTインストラクタークリニック

　13:00 ワークショップ 1
　　　・WEA認定プログラムの歩き方：なぜ資格が必要なのか（島崎晋亮/SOUP）
　　　・LNTティーチング・チップス10連発（越生寛子/パーソル）
　　　・PP(ポール・ペッツォル)語録を使いこなす！（林綾子/びわこ成蹊スポーツ大学）

　14:30 ワークショップ 2
　　　・長野発野外研修の可能性（村澤圭一/信濃毎日新聞株式会社）
　　　・遠征プログラムと森の思考〜気候危機にどう立ち向かえばいいのか？

　　　　（阪田晃一/神戸YMCA）
　　　・林業×LNT：山人からのアウトドア産業への言霊
　　　　（原薫/柳沢林業株式会社、齋藤理/鳴子温泉もりたびの会)

　16:00 LNTJ・WEAJ総会/プロモーションアワー

　18:00 イブニングキーノート(Dr. Joel Meier/インディアナ大学名誉教授)

　19:00 アワードセレモニー

　19:30 WEAJオークション

　20:30 終了

Program

2



JUNE 12

9:00 受付

9:15 ワークショップ 3
　　・プロとして在り続けることとは：WEAポートフォリオ（個人学習記録）から考える
　　　（林健児郎/大阪YMCA）
　　・LNT的I?裸足ウォーキング（島崎敏一/waqua合同会社）
　　・「安全」のつくり方-野外におけるリスクとの折り合いを意図して-
             （中村正雄/大東文化大学）

10:45 ワークショップ 4
　　・野外企業研修の経済的価値について考える（森本弘太/エンカレッジ）
　　・LNTで考えるWEAジャッジメント（吉田理史/SOUP）
　　・リサーチゼミナール（徳田真彦/大阪体育大学）

12:00 ランチブレイク/WEAインストラクタークリニック

13:00 シンポジウム「野外指導者・アウトドアガイドにとって大切な資質と
は」

　15:00 クロージング

16:00 終了

2004.6 WEA Short Course in Nagano
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Opening Keynote

Leave No Trace connects the outdoor around the world
リーブノートレイスが世界のアウトドアをつなぐ

SUSY ALKAITIS
DEPUTY DIRECTOR, LEAVE NO TRACE

　スージーは、LNTの副代表として、組織の発展やプログラムデザイン、企業、政府などのステークホルダー

とのパートナーシップなどを手掛けてきました。情熱的な環境保護者であり、教育から持続可能性まで幅広い

キャリアがあります。

　彼女は、資源開発、構成的な情報ネットワークの構築、革新的な教育戦略など、LNTの発展に大きな影響を

与えてきました。特に、LNTの国際連携プログラムを開発し、海外トレーニングチームを組織し、組織の情報

交換、マーケティング、資金調達などに貢献してきました。また、LNTの理事会とも緊密に連携し、近年新た

に起こるアウトドアに関する幅広い問題に対してその解決にあたっています。また、「アムステルダムのヨセ

ミテ」「冒険の科学」などを執筆し、全米のメディアに対して、環境問題についても寄稿しています。

　2002年にLNTで活動を開始する前は、全米山岳ガイド協会と、登山・クライミングの環境保全を行うアクセ

ス基金を歴任しました。また、長年にわたり、芸術に対する関心も高く、ユタ州立大学で芸術科学の修士号を

修めています。日頃は、アメリカ西部の雄大な山の中で過ごすことを楽しんでいます。

長年にわた入り副代表として、Leave No Traceを支え、

世界各国のLNTの活動、設立を支援してきた経歴から、

アメリカ国内だけではなく、南米、ヨーロッパ、アジア

など世界各地のLNTの導入事例と、その効果をご紹介い

ただきます。

WEAJ 10周年お祝いメッセージ

11:00-12:00
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　WEAでは、長年にわたり、野外指導のプロフェッショナリズムを追求するために、野外指
導者の教育カリキュラムと資格システムを開発してきました。
そしてこの度、資格制度が更新され、新たに「アウトドアリーダーエクスペリエンス」とい
う認定コースが生まれました。

　このコースは、これから野外指導に興味を持ち、将来プロフェッショナルを目指すかもし
れないエントリーレベルを対象にしています。この制度がスタートしたことによって、これ
までに以上に、WEAのカリキュラムに触れる機会をつくることが可能となります。
　そこでこのワークショップでは、WEAのエントリーレベルからプロフェッショナルレベル
までの認定制度を紹介し、みなさんのプログラムにどのように貢献できるか理解を深めま
す。また、このワークショプを通じて、資格、公認、認定、修了などの似たような概念を整
理して、その必要性や価値についても理解したいと思います。

Workshop 1-1
13:00-14:30

WEA認定プログラムの歩き方：なぜ資格が必要なのか

 島崎晋亮（信州アウトドアプロジェクト）
 林健児郎（大阪YMCA）
 岡村泰斗（backcountry classroom Inc.）

2013.3 WEA Outdoor Leader Course in Appalachian Trail
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予定しているアクティビティは次の通りです。

・エコロジカルチェーン（原則７：他のビジターへの配慮）
・LNTサイコロトーク（原則７：他のビジターへの配慮）
・１０エッセンシャギア（原則１：事前の計画と準備）
・草の気持ち（原則2：影響の少ない場所での活動）
・プープ・レース（原則3：ゴミの適切な処理）
・スウェッジカクテル（原則3：ゴミの適切な処理）
・見たものはそのままに（原則4：見たものはそのままに）
・ベアバックショット（原則６：野生動物の尊重）
・その距離いいね（原則６：野生動物の尊重）
・LNTポリス（原則7：他のビジターへの配慮）

　時間内に10個終わらなかったとしてもご愛嬌。今回のアイディアをもとに、みなさんのオリジナルのアクティ
ビティをたくさん作って、実践してみてほしいと思います。なにより、このアクティビティを通して、LNTの楽
しさやおもしろさがみなさんに少しでも伝わると嬉しいです。ぜひ遊びにきてください！

L N T小ネタ10連発

越生寛子（パーソル）
河崎真莉菜（さぎぬま幼稚園）

「Leave No Trace」略してLNTとは、環境に与えるインパクト
を最小限にして、アウトドアを楽しむための環境倫理プログラ
ムです。そのすべてのテクニックが、７つの原則をもとにして
いて、誰にでもわかりやすく、楽しく実践することができま
す。「楽しく実践する」それを伝えるために、SPECモデルとい
うティーチングスキルを取り入れたアクティビティを、今回は
一気に紹介します。

　SPECとは、WEAの教育法で、「Student Centered（生徒中心）」「Problem Based（問題中心/問題起
点）」「Experiencial（体験的）」「Collaborative（共同的）」の頭文字をとっています。私もLNTコース
を受けたとき、初めてのティーチングはとても難しく苦戦したことを覚えています。そんなLNTティーチン
グですが、指導を重ねるごとにどんどん楽しくなってきました。そんな経験から生まれた鉄板のアクティビ
ティを、みなさんとシェアできればと思います。一つのアクティビティが約5−6分ととても短時間ですが、
そのポイントをわかりやすくお伝えしますので、ぜひ実践してみてください。

Workshop 1-2
13:00-14:30
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　冒険教育のビック３団体、Outward Bound(OB), National Outdoor Leadership School  (NOLS) そしてWEAの
３つの団体の設立や発展に寄与した重要人物のPaul Petzoldt (ポール・ペッツォル) (1908-1999)ですが、日本で
の知名度は非常に低いですね。このワークショップでは、ポール・ペッツォルについてまずは、どんな人物であっ
たかを知ってもらいたいと思っています。特に、語り継がれている多くの彼の言葉（PP語録）やエピソードを用い
て、彼のユニークで愛すべき人柄や、教育哲学、ウイルダネスへの強い思いが伝わればと思います。WEAの神髄を
突いているともいえるPP語録からカリキュラムの理解を深め、日本の指導現場でどのように活用するかを一緒に考
えていきましょう。より深い理解の基に、独特なPP語録を指導者が使いこなすことで、冒険教育の核心の理解が広
まっていくことを期待しています。

ワークショップの流れ(予定)
１. ポール・ペッツォルってどんな人？
　浮浪者、農家、世界的登山家、山岳ガイド、陸軍インストラクター、OBインストラクター、登山用品店経営者、
NOLS創立者、WEA創立者、Paul Petzoldt’s Leadership Schoolの創設者であると同時に、度重なるトラブル、警
察沙汰、4度の結婚、と波乱万丈な人生だったようですが、その人物像に迫りましょう。
　本カンファレンスのキーノートスピーカーとして来日くださるJoel Meier氏が直接ポール・ペッツォルと関わっ
た時のエピソードも共有してくださいます。
 
２. 言い伝えられるPP語録はたくさんありますが、いくつ説明できますか？
　Expedition Behavior, 　Grasshopper Methods,　20-20 vision decision,　chew cud,　Cigarette theory,  
　Me no lost tepee lost,　Eat like Indians,　White man fire,　Nick the Greek –Look at the Las Vegas odds,  
　Meet you at the old oak tree. 　That’s once,　Let’s see the real people. 
　Educate, don’t___________.    Rules are for___________,
　Don’t give me college answer, tell me___________.　　Do NOT___________.

アウトドアリーダーの３つのルールとは？
３つの挑戦することとは？　 サバイバルの状況になったらどうする？

３． PP語録を使いこなすために、そのティーチアブルモーメントを考えましょう。

  PP(ポール・ペッツォル)語録を使いこなす！

 

   林綾子（WEAJ理事・びわこ成蹊スポーツ大学）
   水津　真委（WEAJアウトドアエデュケーター・びわこ成蹊スポーツ大学）
   Joel Meier（モンタナ大学/インディアナ大学　名誉教授）

Paul Petzoldt 

発表者：林綾子・水津真委 発表者：Joel Meier

Workshop 1-3
13:00-14:30
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Workshop 2-1
14:30-16:00

　我が国では、学校教育や青少年を対象とした野外教育は、長年の歴史がありますが、近年企業
を対象にした、社員研修のための野外教育プログラムにも注目が集まり始めています。信濃毎日
新聞社は、信州アウトドアプロジェクトと連携し、2021年より、長野県内外の企業を対象に野外
研修（事業名「信州アウトドア研修」）の提供を開始しました。

　このワークショップでは、野外教育や野外研修について詳しく知らない企業が少なくない中、
本年度実施した「信州アウトドア研修」の事例を基に、野外研修にどのようなニーズがあるの
か、また、野外研修を導入する際の課題に何があるのか議論したいと思います。

　長野県など地方の中小企業にとって人材育成は大きな課題である一方、大都市圏に比べると研
修の機会も限界があります。そのために、地域の自然環境を活用し、地元の人材を育成すること
のできるWEAのメソッドに、今後の我が国の地域活性に大きな可能性を感じています。

≪信州アウトドア研修とは≫

　信濃毎日新聞社は、数多くの山岳や高原など豊かな自然環境に恵まれた長野県を基盤とする会
社として、新規事業「信州アウトドア研修」をスタートしました。少子高齢化をはじめ、時代の
変化に直面し、新聞社として新たな姿を模索しています。本事業は、従来の事業領域を超えた新
たなチャレンジです。
　「信州の山や自然を生かして日常を離れた体験を提供し、あすの一歩を応援する」を「信州ア
ウトドア研修」の事業ミッション（使命）に掲げます。自然は癒される一方、時に厳しさを見せ
つけられます。そうした環境下で行う企業研修などを通じ、今を生きる人たちのチャレンジを支
えたいと思っています。

長野発野外研修の可能性

　　　　　　　　　　　　 村澤圭一、小澤修治（信濃毎日新聞株式会社）
　　　　　　　　　　　　　　島崎晋亮（株式会社信州アウトドアプロジェクト）
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大規模定住社会と民主制
　大規模定住社会とは、およそ1万年前に始まった農耕社会
（もしくは法社会）に端を発する。それまで遊動民として暮
らしていたヒトが、より快適に暮らすために定住し、ストッ
クを持つようになったとされる。
　ロビン・ダンバーは霊長類の脳の大きさと平均的な群れの人
数の相関関係から、一人のヒトが「仲間と思える適正数は150
名程度である」ことを割り出した。また活動によってはより少
ない数が適正とされ、ゼミのような集団であれば25名程度、遊
動民が組織する単位(バンド)では50名程度だとした。
　同じような議論が社会学にもみられる。ジャン・ジャック・
ルソーは民主制がうまく機能するための前提条件として、「ピ
ティエ」という憐れみの能力が各人に実装されていることを必
須とした。またアダム・スミスは資本主義がうまく機能するた
めの前提条件として、同感能力が必須だとした。共に、何かの
決定が仲間に対してどのような影響を与えるのかを感じる、感
情的能力に注目している。
　ジョン・デューイに始まるプラグマティズムも感情能力に注
目し、知識の伝達だけではなく「内なる光」の受け渡しが大切
だとした。ルドルフ・シュタイナーも同様に感情的能力の涵養
の重要性を説く。
　環境倫理学者のベアード・キャリコットは、「地球の洞察
(2009)」の中で、さまざまな文化的背景を持つ人々の、環境に
対する倫理観を調査し、環境倫理は土着の信仰に基づいている
とした。また「場」を生きもとして捉える重要性を主張してい
る。
　以上さまざまな分野の専門家が、同様に「感情的能力」に注
目していることが興味深い。

Workshop 2-2
14:30-16:00

遠征プログラムと「森の思考」~気候危機に立ち向かう
－神戸YMCAでのショートエクスペディションの実践から検討する－
　

阪田　晃一（神戸YMCA）

問題意識の所在
　Intergovernmental Panel on Climate Change（気候変動に関する政府間
パネル、以下：IPCC）は、2022年4月に第6次評価となるAR6/WG3報告書
の政策決定者向け要約（SPM）を発表し、2025年をピークにCO₂排出量を
削減することができなければ、温暖化に歯止めがかからない可能性があると危機感を示した。
　Climate Clock 運動が訴えるように、地球温暖化が進み、全体で気温が1.5度上昇してしまうと、その後の
変化は予測不能で、後戻りできなくなると言われている。
　ベストセラーとなった斎藤幸平著「人新世の資本論(2020)」の書名にも引用されているように、人工物に
覆い尽くされた大地は「人新世」という言葉で批判的に表現されており、地球環境からの逆襲として捉えら
れている。
　チョムスキー＆ポーリン著「気候危機とグローバルグリーンニューディール政策(2021)」で両氏は、気候
変動の影響を最も受けていて、そのことに最も無関心な国として日本を名指ししている。台風や大雨などの
災害による被害が突出しているからだ。同著でチョムスキー＆ポーリンは歯止めが効かない人類の営みの問
題を「人間が組織だって生きていくことの実存的危機」とし、大規模定住社会を問題にする。

人類学的視点と「森の思考」
　エドワルド・コーン「森は考える(2016)」や、レー
ン・ウィラースレフ「ソールハンターズ(2018)」は、人
類学における「多視座主義」を報告している。共に、森
で暮らす民のフィールドワークから、この世界には様々
な視座が存在する事実性に着目した。
　コーン(2016)よれば、森とはあらゆる存在の比喩であ
り、あらゆる存在はそれぞれに別の仕方で、しかし同じ
世界を体験しているとする。
　森の思考を描いた映画「彷徨える河(2016)」では、世
界を把握する方法としての夢が注目されている。言葉に
よって世界を体験しているのは大規模定住以降の人間だ
けで、かつてヒトは言葉ではない装置（例えば夢）で世
界を体験したことを示唆している。
　本発表では、以上のような知識を「森の思考」と捉
え、あらゆる存在の視座に立って森を歩くことを目的と
した2泊3日のショートエクスペディションに参加した学
生の体験や感想、及び引率者が確認した変化から、人々
の「感情」に注目し、「森の思考」を取り入れた遠征プ
ログラムが、気候危機に立ち向かうための一助となり得
るかどうかについて検討する。
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　リーブノートレイスジャパンは、環境へのインパクトを最小限にしたアウトドアレクリエーション
の教育と普及のために、2021年に設立しました。LNTは、主として、アウトドアに訪れるビジター
や、その機会を提供するアウトドアプロバイダーやキャンプ場など、自然環境を活用したサービス業
（三次産業）を対象とした概念であり、林業、農業、漁業など自然界に働きかけて富を生む一次産業
を対象としておらず、同じ土地利用における大きなギャップを生んできました。一方で、一次産業事
業者の中でも、独自のコンテクストで、持続可能な一次産業のあり方を模索する動きも起こっていま
す。このワークショップでは、林業を営む新進気鋭の２団体に登壇していただき、これらからの林業
のあり方とLNTの親和性、林業の目に映る今日のアウトド産業に対して提言します。
　柳沢林業は、長野県松本市で操業する林業会社で、木材の生産、森林整備を事業とする傍ら、馬
搬、馬耕などを取り入れた里山の再生や、山の恵みとしての水と米を使いきこりが醸した酒造り、自
然の素材感を生かした木製品加工、豊富な薪や林業体験を提供するキャンプ場運営飲食業などを手が
けることにより、林業を通じた、里山の再生、新たなライフスタイルの提案をおこなっています。
　鳴子もりたびの会は、鳴子温泉の一角にある川渡温泉の水源となるエコラの森を拠点とし、木材の
生産、建材の加工、家具の製造を行い、一連の工程で生じる木材のバイオマス燃料による循環型ビレ
ッジを提案しています。同会は、これらの循環型ビレッジを教材としてビジターに対して環境教育、
自然体験を提供しています。
　いずれの団体も木材を余すことなく活かしきるカスケード利用を目指す一方で、山へのインパクト
を最小限にした木材の生産や地域特性にあった山づくりを実践するなど、これまでにない林業の構造
の変革にチャレンジしています。また、消費者が人間中心の価値観を維持する限り、自然界の自然
（じねん）を歪めざるを得ず、一次産業がその犠牲を払っている現実を訴えます。人間生活が、より
自然中心となり、あるがままの自然を受け入れるライフスタイルが、一次産業の経済効率を上げ、環
境への負荷の低減になります。消費者の価値観の醸成に、一次産業が果たせる役割には限界がありま
す。自然との媒介者となり、消費者に自然との関わり方を伝える、アウトドア産業が、人間中心のス
タイルを自然の中に持ち込むのではなく、あるがままの自然を受け入れる自然中心の価値観への転換
を進めていただけることを期待します。

Workshop 2-3
14:30-16:00

林業×LNT:山人からのアウトドア産業への言霊

スピーカー　：原薫（柳沢林業株式会社）
　　　　　　　齋藤理(鳴子温泉もりたびの会)
モデレーター：岡村泰斗（backcountry classroom Inc.）
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　ジョーマイヤー先生は、アメリカインディアナ大学とモンタナ大学の名誉教授であり、長年大学での学部長等

役職を務めながら野外・冒険教育分野の学生指導・研究に従事し、また関連協会の会長職を多く務め、アメリカ

のこの分野における最高の名誉ある賞を多く受賞し、レジェンドと称される人物です。WEAの最高賞である

Paul Petzolds リーダーシップ賞も受賞しています。

　世界中でキャンプ指導のバイブルとされている「キャンプカウンセリング」の著書の一人であり、その他もウ

ィルダネスや野外指導、リスクマネジメントに関する多くの研究業績を出版しています。また、アメリカの大学

教育内に長期冒険遠征や冒険教育の資格取得を含んだセメスター制のプログラムを開発、発展に貢献し、アカデ

ミックとしての冒険教育の発展に貢献しました。アメリカに限らず世界各国の教育・研究機関の役職に従事して

います。 ジョーとその妻のパティは世界7大陸にその足跡を残し、冒険を繰り広げてきました。登山、バックパ

ッキングでのネパール等のウィルダネス遠征や、カヤックでのアメリカ西部、グリーンランド、シベリア、カナ

ダ、アラスカ、カリブ海、コスタリカ、マレーシア、バハなど世界中の長期遠征、また近年はオートバイにて

北・中・南米、アフリカ、ニュージーランド、スイス、スロベニア、クロアチア、ボスニア、インドアルプスな

ど各地を旅しています。

Evening Keynote

DR. JOEL MEIER
PROFESSOR EMERITUS AT INDIANA UNIVERSITY
AND THE UNIVERSITY OF MONTANA

Affirming core competencies of outdoor leaders
野外指導者に必要な資質を確かなものに

アメリカの野外・レクリエーション分野が最も発展した時期に

実践・研究両面にて多大な貢献を果たしたレジェンドである

マイヤー博士が、60年以上にわたる世界中の冒険・研究経験

より、自然環境の持つ普遍的な価値をアウトドアの専門家が

人々に伝えるために必要な資質をいかに身に付け、展開して

いくか、アメリカの事例よりお話しくださいます。

WEAJ 10周年お祝いメッセージ14

https://publichealth.indiana.edu/research/faculty-directory/profile.html?user=jfmeier
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　野外指導者として認定する資格は、国内外で様々なものがあります。なかでも職能レベ
ルとして認定されるものは、そのほとんどで、一定の年数ごとに資格の更新制度がありま
す。職業・職務上の能力がある、すなわちプロフェッショナルとして認定され続けるため
には、どのようなことが必要とされたり、どのような仕組みが良いのでしょうか。
　プロフェッショナルの定義の一つとして、「学び続ける」という概念があります。プロ
フェッショナルとしてあり続けるためには、資格を取得した段階までの学びだけでなく、
技術の進歩や社会の変化に合わせて、野外指導者としての専門性をさらに高め、これらの
変化に対応して成長していかないといけません。このような点から現行の更新制度をみる
と、果たして本当にプロフェッショナルとしての資質の維持、更新に応えられるものにな
っているのでしょうか。

Workshop 3-1
9:15-10:45

プロとして在り続けることとは
：WEAポートフォリオ（個人学習記録）から考える

林健児郎（大阪YMCA)
島崎晋亮（信州アウトドアプロジェクト）
岡村泰斗（backcountry classroom Inc.）

　WEAでは、資格取得の過程で、受検者の学習過程を個人及び評価者が理解するために、ポートフォリオ（個人学
習記録）の維持、更新を義務付けています。WEB上に構築されたこのポートフォリオシステムを用いることによ
り、指導者は資格取得後も、専門職としての指導実績や、最新の情報の学習履歴をポートフォリオに更新すること
が義務付けられ、プロフェッショナルとしての資質の維持、更新の評価を可能にし、特定の研修を行わずに、資格
の更新をおこなっています。

　このワークショップでは、WEAのポートフォリオシステムの紹介を通じ、野外専門職としての知識、スキルの維
持、最新の情報の更新性など、プロフェッショナルとしての資質を維持するために必要な体系的なシステムについ
て協議します。ワークショップを通じて、さまざまな野外指導者団体で、野外専門職としての資格維持のあり方に
ついて理解を深めます。
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① 触角としての機能
　４５㎝×６０㎝の小箱を５つ準備して、それぞれ落ち葉・土・砂・小石・氷を
用意する（中身は若干変更の可能性あり）、中身は分からないように隠してお
く。
２チームそれぞれが、小箱の中身を足先を使って推測してもらう。（足音＝聴覚
も参考にしてOK）解答用紙を用意して、それぞれの小箱の中身は何か？どんな
感触か？快か不快か？など、足先から感じた情報を記入してもらう。それぞれの
チームで解答を発表しあう。

②身体の重心をコントロールするセンサーとしての機能
　①と同じく２チームに分かれて、会場周辺を歩く（可能であればビルの外ま
で）、スラックラインを行う。記入用紙を用意し、裸足と靴のそれぞれの感触
や、体の反応、精神的な変化（裸足と履物とを比較して）を記入し発表しあう。

Workshop 3-2LNT的！？裸足ウォーキング

島崎敏一・久保田雄大（Waqua合同会社）
　陣馬形山トレイル / 陣馬形山キャンプ場 / 四徳温泉キャンプ場

9:15-10:45

まとめA
　参加者全員で裸足になり、簡単なヨガのポーズを行う。（クールダウンが目的）落ち着いたところで、裸足にな
り体験したことを振り返りつつ、効能と危険性について語り合う。

まとめB
　世界的にも、サーフィン、ヨガなど自己の内面や自然との調和を、よりシンプルに追求するアウトドアスポーツ
が広がっている。ベアフットランニングも世界的にも流行していて、その考え方は日本にもあった修験道や武道な
どにも通じる。「自分を自然に合わせていく」という思想が根底にある日本（東洋）文化には、LNTのヒントがた
くさんあるのではないか、という仮定のもと「自然と共にいかに生きてゆくか」「人為と自然とのバランス」など
をテーマに、参加者の体験を聴き、ディスカッションをしてみる。アメリカからもゲストが来て、日本中から様々
な指導者が集まるので、日本文化とアウトドアとLNTについて面白い意見が出ると嬉しい。

導入
　LNT初心者ですが、自分が８年間探究してきたことを基に発表させて
いただきます。本日は、「持続可能なアウトドアへ」という今回のテー
マを踏まえ、
①触角としての機能、②身体の重心をコントロールするセンサーとして
の機能、そして①と②のワークショップで感じた想いをシェアしたいと
思います。（ワークショップ参加者が１０名として）５名づつ２チーム
に分かれてもらいます。裸足になるチームとそのまま履物を履いたチー
ムになってもらいます。
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Workshop 3-3
9:15-10:45

　安全管理に関する従来のアプローチは、端的に言えば失敗（エラー）を排除して事故を防止するという
もので、人間の不注意等による失敗すなわちヒューマンエラーを事故の原因と特定し、それを取り除くこ
とに主眼が置かれています。それに対して “Safety Differently”は、ヒューマンエラーを事故の原因とし
てではなく、より深いところにある問題の産物、徴候として捉えます。そして問題を引き起こしたとされ
るエラーがどうしてその時点で妥当だったのか、その理由を分析することによって改善点を見出すことが
重要であるとしています。ヒューマンエラーの起点は人間にあるのではなく、構造的に存在するというこ
とです。

　“Safety Differently”は、システムは本質的には安全ではなく、事故はシステムが普通に機能している
時の構造的な副産物として常に起こり得る、としています。そして安全はシステムの唯一の目標ではな
く、その他の目標（品質向上、他社との競争、顧客サービス、大衆イメージ、等々）との折り合いを付け
ながら、システムをマネジメントしていくことを目指します。このような考え方は、野外におけるリスク
マネジメントを洗練させる上で有益な視点であると思います。野外の「構造的な副産物」に対してどのよ
うな「備え」あるいは「やりくり」をすれば事故防止、被害拡大防止につながるのか、安全とその他の目
標とのトレードオフ（「できるだけ安全に」ではなく「必要に応じて安全に」）を現実的にどのように進
めていくのか、リスクの両面性や組織としてのミッションを踏まえて検討することが重要であると考えら
れます。
参考文献
・Smith, S. (2021). Beneficial Risks : The Evolution of Risk Management for Outdoor
　 and Experiential Education Programs. Sagamore-Venture.
・シドニー・デッカー（2010）「ヒューマンエラーを理解する -実務者のためのフィールドガイド-」海文堂出版.

「安全」のつくり方 
―野外におけるリスクとの折り合いを意図してー

　中村 正雄（大東文化大学）

　医療、交通、消防等のいわゆる高リスク業界では、安全を実現
するための新たな考え方に関心が集まっています。そのひとつが
シドニー・デッカーらの提唱する“Safety Differently”と呼ばれ
る概念です。

2014.9 WEA Outdoor Leader Course in Hokkaido18





　2020年から続いている新型コロナウイルスの影響により、企業が実施する研修の形
態が大きく変わりました。対面での実施が難しいことからオンラインでの研修が主流
となり、Zoomなどのツールを使い、ただ視聴するだけではなくより対話的になるよう
に様々な工夫を凝らした研修が行われました。
　しかしながら、特に新入社員にとっては同期との相互理解が乏しいまま仕事が進ん
でいく、オンラインや座学では体験が伴ったスキルにはなりにくく実際にやってみる
とできない、など弊害も生まれています。そんな時代だからこそ、オンラインや座学
にはない、野外環境において様々な状況に対応しながら体験学習を繰り返す野外研修
の価値を今一度考えていくことが重要です。そして、確かなものとして社会に発信し
ていかなければいけません。
　しかし、当たり前のことですが事業として野外研修を行う上では、収益性を考えな
ければいけません。野外研修というツールを用いて、企業の困り事を解決するからこ
そ対価をいただき事業として成り立たせることができます。
　本ワークショップでは、野外研修の概要を説明した後、エンカレッジや他の企業が
実施している野外研修の事例から、業界を超えて様々な企業とのコラボレーション
「企業研修×〇〇」を会場の皆さんと考える時間とします。これからの野外研修業界の
展望を、経済的価値という観点から皆さんと考察していきます。民間企業の方はもち
ろん、学生さんも大歓迎です。

Workshop 4-1
9:15-10:45

野外企業研修の経済的価値について考える

　森本弘太（エンカレッジ株式会社）
　菊池旭貢（エンカレッジ株式会社）
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Workshop 4-2
9:15-10:45

　LNTの理解を深めていくと、これはやっていいの？悪いの？と判断に迷うことや、LNT的
にはよくないことはわかっているが、やらざるを得ないような状況に遭遇することはありま
せんか？
　LNTはルールではないので、アウトドアユーザーの倫理と状況に応じた判断が必要です。
判断は、WEA６＋１カリキュラムで、＋１に位置づくスキルであり、６コアスキル（野外生
活技術、遠征計画、リーダーシップ、リスクマネジメント、環境スキル、教育）を効果的に
活用するための最上位の野外指導スキルに位置付けられています。
　このワークショップでは、判断の選択肢（オプション）と判断のための基準（クライテリ
ア）から最適解を導き出す「意思決定マトリクス」の使い方を理解し、LNTのシナリオをも
とに、どのような判断をするかワークを行います。判断のオプションとクライテリアは、個
人や集団の経験、能力、社会的ポジションによって異なるので、それぞれの立場から説得力
のある判断がなされることを期待します。

LNTで考えるWEA的ジャッジメント

吉田理史（株式会社信州アウトドアプロジェクト）

2015. WEA Outdoor Leader Course in Nagano

22





キャンプ参加者の心理的変容を及ぼす体験と行動変容に関する研究

赤尾喜一1)、松原勇汰1)、徳田真彦2）
　1)大阪体育大学体育学部　2)大阪体育大学

1.目的
　組織キャンプにおける効果測定はこれまで多く行われてきており、参加者の心理的側面や社会的側面に対して
ポジティブな変容が見られることが明らかになっている。しかしキャンプ参加者の具体的な出来事や体験内容に
ついてはほとんど検証されていないことや1)、参加者の質的な変容を十分に追跡できていないことが指摘されて
いる2),3)。そのような中で、布野ら1)の研究においては、ジュニアヨットクラブの指導者を対象に質的研究法を
行い、体験、心理的変容、行動変容の因果関係を明らかにしている。しかしながら、布野ら1)の研究では、「ヨ
ットクラブ」という長期的な関わりによる変容であること、「海」をフィールドとしたクラブ活動でありフィー
ルドやクラブの特性が見られることから、本研究においては短期から中期的なキャンプ活動を対象として研究を
行いたい。体験、心理的変容、行動変容の因果関係を明らかにするにあたって、今年度はその基礎的データを明
らかにする。

2. 方法
2.1.調査対象者および内容
　組織キャンプを行っている団体職員数名および一定のキャンプカウンセラー経験のある大学生カウンセラー数
名を対象としインタビューを実施する。インタビューは以下2つの基幹質問を設定する。1)キャンプ活動中に参加
者の心理面、行動面がどのように変化したか。2)参加者が変化したのはどのような状況であったか。また、キャ
ンプ参加者数名にもインタビューを行い、指導者側、参加者側それぞれの視点から体験、心理的変容、行動変容
について検討したい。

2.2データの分析方法
布野ら1)の研究を参考に、質的研究法を採用する、分析手順は①体験、心理的変容、行動変容に対応するデータ
を概念化し、それぞれの標題を付ける、②全ての標題を比較し、類似した内容を持つ標題を上位概念として再編
成する、③再編成したカテゴリー群をより広く抽象度の高いレベルのカテゴリーへと統合する、といった手順を
検討している。なお、信頼性を担保するために、野外教育を専門とする教員、野外教育を専門とする団体職員、
キャンプカウンセラーなど複数人で一連の作業を行い、点検する。

3. 期待される成果
本研究を行うことで、①参加者の心理的変容にかかわる体験、②具体的な心理的変容の内容、③具体的な行動変
容、といった基礎的データが得られると考えられる。これらのデータをもとに、仮説モデルを生成し「調査2」に
おいて、仮説モデルの検証を行いたい。以上を明らかにすることにより、どのような体験が心理的変容を起こし
行動変容に繋がるのかが明らかになり、キャンププログラムの開発や、指導者やカウンセラーの介入方法などに
活かすことができると考えている。

参考文献
1) 布野泰志,中本浩輝,幾溜沙智ほか（2017）:期的なヨット活動における小中学生の心理的変容および行動変容に　
　ついて-ジュニアヨットクラブに着目して-,野外教育研究,20-2,1-18.
2) 伊原久美子,飯田稔,木谷尚史ほか(2009)：冒険教育プログラムにおける中学生の事故効力感の変容要因の探索-
　質的研究方法を用いたプロセスモデルの検討から-,野外教育研究,12-2,7-21.
3) 岡村泰斗,小野昌彦,福田哲也ほか(2004)：不登校経験時に対するキャンプ療法の試み,なら実践総合センター研
　究紀要,13巻,137-142.
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第１章　序論 
　近年、若者の特性として対人不安、自己抑
制、コミュニケーション能力の低さが問題視
されている。これらの社会的問題に対応しよ
うとPBLやアクティブラーニングなどの集団
での課題解決型プログラムが数多く実践され
ている。本研究においては、とくに野外教育
の ひ と つ の 手 法 と し て 活 用 さ れ る ASE
（Action Socialization　Experience：社会
性を育成するための課題解決型の活動体験）
に着目する。
　一方で、これらの活動は、豊富なコミュニ
ケーションを要求されるが、発言者や発言量
に偏りが散見される。つまり、個人の心理的
安全性が確保されていない状態で実施されて
おり、グループのパフォーマンスに大きく影
響を及ぼしていると考えられる。これに対
し、ASEではフルバリューコントラクトとい
う行動規範を設定することがあるが、具体的
な行動方法は確立されていない。本研究で
は 、 シ ッ ク ス ハ ッ ト 発 想 法 （ Edward de
Bono考案：ディスカッションを行う際に帽子
の色によってそれぞれの役割を意識させ発言
を促す方法）を援用したASE活動を提案した
い。
　そこで本研究は、シックスハット発想法を
援用したASE活動における参加者の心理的安
全性とグループパフォーマンスの影響につい
て明らかにすることを目的とする。

シックスハット発想法を用いたASE活動における
心理的安全性とグループパフォーマンスに関する研究 

田井　誠人(スポーツ学科 野外スポーツコース) 
指導教員　橋本　和俊

キーワード：ASE、シックスハット発想法、グループパフォーマンス、心理的安全性

第2章　研究方法
【対象者】
A 専門学校に通う学生 30名
B 県立看護学校に通う学生 30名
計60名を対象とした。
【調査時期】6月中旬
【調査方法】
実験群：ASEにシックスハットを用いる群
統制群：ASEのみを行う群
【調査内容】
① 心理的安全性尺度
　Edmonson（1999）が作成したPsychological
Safety Scaleを丸山ら（2019）が翻訳をした
Psychological Safety Scale 日本語版を用いた。
② グループパフォーマンス
　河津ら（2012）が作成した試合中の行動指標
に関するアンケートを用いた。
観察法:ビデオの撮影とフィールドノーツ を用い
　　　 たスタッフによる観察 
【分析方法】
　アンケートとフィールドノーツで得られたデー
タを分析
《引用文献》
河津慶太・杉山佳生・中須賀巧（2012）「スポ
　ーツチームにおける集団効力感とチームパフォ
　ーマンスの関係の種目間検討」スポーツ心理学
　研究39（2）153-167
エドワード:川本英明(2016)6つの帽子 思考法.パ
　ンローリング株式会社，pp. 32-42
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モデレーター
金子森（Kaneko Shin）
EXPLORE HAKONE代表取締役 
箱根DMO　戦略推進委員
米国・南カリフォルニア大学ビジネス学部卒業。

帰国後、30歳を期に地元・箱根にUターンし2015年より
訪日外国人専門のガイドカンパニー・Explore Hakoneを
創業。1日1組限定のプライベートツアーとしてこれまで
世界25か国、1,000組以上のガイド実績。

箱根DMOにて戦略推進委員も兼務しガイド育成プロジェ
クトリーダー。全国通訳案内士、JMGA登山ガイドII、
LNT Trainer、GSTC Professional Certificate in
Sustainable Tourism。

Symposium
〜シンポジウムテーマ〜




野外指導者・アウトドアガイドにとって大切な資質とは
Seeking Essential Competencies for Outdoor Leaders and Guides



持続可能なアウトドアを目指し、野外指導者、アウトドアガイドのグローバル
スタンダードと、それを活用する地方自治体の立場から、我が国にとって、

持続可能なアウトドア事業、産業のあり方を提言します。

スピーカー
芹澤健一（Serizawa Kenichi）
アルパインツアーサービス株式会社代表取締役
日本アドベンチャーツーリズム協議会理事

学生時代より登山に親しみ、国内のほかニュージーラ
ンドやカナディアンロッキーの山で過ごす。20代前半
より世界各地の山岳地帯や辺境、国立公園などをフィ
ールドとする登山・トレッキングツアーの企画造成と
運行に携わり、コーディネーターとしてのツアー
リーダー業務経験は38年にわたる。

また、国内では地域観光促進や環境保全、ガイド育成
など総合的なプロデュースをおこないながら、日本古
来の歴史や文化、四季折々の大自然の魅力を取り込ん
だ体験型アドベンチャーツーリズムを、国内各地の自
治体との連携により世界に向けて発信している。
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スピーカー
佐藤守（Sato Mamoru）
箱根DMO（一般財団法人箱根町観光協会）専務理事 
株式会社リクルートホールディングスより出向92年名古
屋大学経済学部卒。

（株）リクルートの旅行領域「じゃらん」で地域や宿泊
施設の営業、じゃらんNETの立ち上げなどを経験。
じゃらん営業部長、北海道じゃらん社長、リクルートホ
ールディングス総務部長を経て2018年より箱根DMOに
出向。

現在専務理事として官民一体ALL箱根の実現に向けて、
箱根の観光戦略を推進中。

スピーカー
林綾子（Hayashi Ayako）
びわこ成蹊スポーツ大学教授
Wilderness Education Association Japan理事

広島YMCA等でのキャンプ指導経験から、野外教育の道
を志し、筑波大学にて野外教育を学び、アメリカ
Indiana Universityにて博士号（レジャー行動学：アウ
トドアレクリエーション専攻）取得。

アメリカのロッキー山脈にてWEAやOutward Boundの
冒険教育指導に携わり、2007年よりびわこ成蹊スポー
ツ大学に勤務。野外スポーツコースの教授として学
部・大学院教育・研究に従事。大学の実習での
wilderness活用、地域資源を活用した子どもたちの通
年型プログラムの開発・指導を行っている。

WEAJ理事、WEA Certified Examiner, LNT Trainer。

2020.9 WEA Outdoor Leader Course in Hanayama
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WEAJ実行委員長

林綾子(WEAJ)
びわこ成蹊スポーツ大学

LNTJ実行委員長

寺田達也(LNTJ)
ひの社会教育センター

運営リーダー

難波勇吉(WEAJ)
YMCAせとうち

金子森(LNTJ)
EXPLORE HAKONE

岡田成弘(WEAJ)
東海大学



運営チーム 広報チーム

広報リーダー

森田智里(WEAJ)
国立能登青少年自然の家

稲松謙太郎(WEAJ)
国際自然大学校

古幡浩史(LNTJ)
株式会社R.project

栗原亜弥（LNTJ）

事務局

岡村泰斗(WEAJ &LNTJ)
株式会社backcountry classroom

森本弘太(WEAJ &LNTJ)
エンカレッジ株式会社

the 10th Anniversary WEAJ and 1st LNTJ Joint Conference Executive Committee.
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2013.9 WEA Outdoor Leader Course in Gunma

the 10th Anniversary WEAJ and 1st LNTJ Joint Conference

http://10thconf.weaj.jp/


